
ヨード造影剤との併用注意の薬剤について 

 

ビグアナイド系糖尿病用薬剤とヨード造影剤は、併用により乳酸アシドーシス

をきたすことがあるため 併用注意 とされています。 

ヨード造影剤の投与により一過性の腎機能低下をきたす場合があり、その結果、 

ビグアナイド系糖尿病薬の腎排泄が減少し血中濃度が上昇することがあります。 

そのため、ヨード造影剤を用いて検査をする場合検査前４８時間はビグアナ

イド系糖尿病薬の服用を中止し、検査後は４８時間経過後に再開することが望

ましいと報告されています。（検査前に関しては、クレアチニンの値などによっ

ては服用可能という発表もありますが、安全のため当院の規定は前後４８時間

服用禁止としております。例外については先生方の判断にてお願いいたします） 

造影ＣＴ検査を依頼される場合は、あらかじめビグアナイド系糖尿病用剤の

投与を一時中止するなどの処置、ご協力をお願い致します。 

下表にて対象薬品をご参照ください。（別紙ポスターデータも添付） 
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